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１．研究目的 

 健康食品については、効果が見られない・逆に健康被害が起こるなど、有効性・安全性

に問題があるものも少なくない。一方、植物など天然物由来の成分の食品利用にあたり、

機能性・安全性を調べることは不可欠である。本研究は食品等成分の機能性・安全性を、

それらが消化吸収される腸管機能への影響を調べることで評価することを目的としている。 

２．方法の概要 

１）実験動物(マウス、ラット、モルモットなど)から摘出した腸管を利用する。 

２）腸管の機能として、粘膜吸収(図 1，吸収に伴う変化を短絡電流測定（Ussing 法）や輸

送電位測定など電気的に調べる)、腸管運動(図 2，腸管の収縮・弛緩に伴う動きを圧トラン

スデューサーで捉える(マグヌス法))を調べる。 

３）各種サンプルに対する変化を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

４）一例として、トウガラシの主成分であるカプ 

サイシンおよびカプサイシン配糖体(生物変換によ 

り水溶性や辛味を改変、岡山理科大学・浜田教授 

提供）の測定例を示す(図 3)。 

3．適用分野 

様々な食品等成分の有効性の評価の他、薬品との 

相互作用、有効成分のｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞへ利用できる。 
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1:腸管標本 
2:粘膜側 
3:漿膜側 
4:Ag/AgCl 電極 
5:アンプ 
6:ｸﾚﾌﾞｽ液 
  (+ｻﾝﾌﾟﾙ) 
7:Ussing ﾁｬﾝﾊﾞｰ

図 1 腸管吸収測定(Ussing 法)
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1:腸管標本 
2:銀線 
3:圧ﾄﾗﾝｽﾃﾞｭｰｻｰ 
4:電気刺激装置 
5:95%O2 / 5%CO2 
6:ｸﾚﾌﾞｽ液 
7:廃液ﾁｭｰﾌﾞ 

図 2 腸管運動測定(マグヌス法) 
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ｶﾌﾟｻｲｼﾝ 

ｶﾌﾟｻｲｼﾝ配糖体 

図 3 ｶﾌﾟｻｲｼﾝおよびｶﾌﾟｻｲｼﾝ配糖体が

腸管運動(小腸)に及ぼす影響 

腸管洗浄 

腸管洗浄 


